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「町長と語ろう」を開催しました広聴

新型インフルエンザのワクチン接種保健

協働のまちづくり委員会の開催状況自治

住民会長懇談会での主な意見地域

江幌小学校「生きる力をはぐくむ」学習

公共施設の年末年始公共

題名『稲刈り体験』　～　中村憲佳さん（本町５丁目）の作品



広報かみふらの ２００９.１２　�

町
長
と

町
長
と

語
ろ
う

語
ろ
う

『
住
み
慣
れ
た
地
域

　

で
暮
ら
し
続
け
る

　

た
め
に
』

住
民
会　

町
内
で
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除

　

細
動
器
）の
設
置
し
て
あ
る
場
所
を
住
民

　

に
教
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

　

各
町
内
会
に
１
台
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

町　

設
置
場
所
は
今
後
お
知
ら
せ
し
て
い
き

　

ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
で
も
使
え
る
も
の
で

　

す
が
、
正
し
い
使
い
方
を
知
る
た
め
に
も

　

消
防
で
行
っ
て
い
る
救
急
講
習
を
ぜ
ひ
受

　

け
て
く
だ
さ
い
。（　

ペ
ー
ジ
参
照
）

１６

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ

　

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

　

リ
は
、
北
海
道
が
運
行
し
、
上
富
良
野
も

　

そ
の
運
行
範
囲
に
入
っ
て
い
ま
す
。
旭
川

　

ま
で
の
搬
送
時
間
は　

〜　

分
で
、
す
で

１５

２０

　

に
一
命
を
取
り
と
め
て
い
る
実
績
も
あ
り

　

生
活
す
る
う
え
で
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

住
民
会　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
状
況
は

　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

町　

富
良
野
圏
域
は
９
月
か
ら
流
行
し
始
め

　

全
国
で
も
１
番
に
な
る
く
ら
い
の
集
団
感

　

染
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
下
火
に

　

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
安
心
は
で

　

き
ま
せ
ん
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　

時
期
と
も
重
な
り
、
予
防
の
た
め
に
は
手

　

洗
い
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
は
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

と
し
て
重
要
で
す
。

住
民
会　

本
町
地
区
は
１
〜
６
丁
目
ま
で
あ

　

り
ま
す
が
、
使
え
る
会
館
が
町
内
会
に
よ

　

月　

日（
月
）本
町
住
民
会
の　

歳
以
上
の
方
た
ち
が

１１

２３

６５

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」

と
の
思
い
や
考
え
を
町
長
と
語
り
合
い
ま
し
た

　

り
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
〜
３
丁
目
は

　

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
、
４
丁
目
か
ら
は
日

　

東
会
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
住
民
会

　

と
い
う
大
き
な
組
織
を
分
割
し
た
考
え
方

　

は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
防
災

　

や
防
犯
活
動
を
考
え
た
と
き
、
ヘ
ル
メ
ッ

　

ト
な
ど
の
保
管
場
所
が
必
要
で
す
。
会
館

　

の
な
い
住
民
会
は
、
そ
う
い
う
活
動
が
な

　

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

町　

将
来
の
こ
と
を
考
え
た
強
い
思
い
は
理

　

解
で
き
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
住
み
や
す

　

い
地
域
に
な
る
か
、
地
域
が
支
え
あ
う
仕

　

組
み
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
こ
の
地

　

区
だ
け
で
な
く
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り

　

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
会　

町
の
財
政
面
か
ら
考
え
る
と
、
学

　

校
の
統
廃
合
を
考
え
て
も
い
い
の
で
は
と

　

思
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
あ
る
こ
と

　

か
ら
、
小
・
中
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に

　

す
る
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ

　

や
音
楽
な
ど
に
大
人
数
の
中
か
ら
優
れ
た

　

人
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

町　

子
ど
も
の
教
育
の
観
点
か
ら
見
る
と
、

　

集
団
生
活
や
活
動
す
る
た
め
に
は
大
人
数

　

の
ほ
う
が
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
学
校

　

は
そ
の
地
域
を
支
え
る
力
に
な
っ
て
い
ま

　

す
の
で
、
割
り
切
っ
て
結
論
を
出
せ
る
も

　

の
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
地
域
を
守
り
な

　

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
も
守
れ
る
と

　

い
う
、
地
域
の
気
運
が
高
ま
れ
ば
統
廃
合

　

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
は

　

ま
だ
そ
の
状
況
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

　

す
。

※
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

　

救
急
専
用
の
医
療
機
器
を
装
備
し
、
医

師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
乗
せ

て
救
急
現
場
に
飛
ぶ
専
門
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
こ
と
で
す
。
消
防
や
医
療
機
関
な
ど
が

医
師
に
よ
る
早
期
の
治
療
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
の
出
動
要
請
に
基
づ
き
出
動
す

る
も
の
で
、
一
般
の
方
か
ら
の
直
接
の
要

請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

患
者
は
、
高
度
な
救
命
処
置
を
受
け
ら

れ
る
病
院
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
か
ら
運
行
開
始
さ
れ
、　

月

１０

１２

１１

末
現
在
、
１
件
の
出
動
が
あ
り
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
主
な
意
見
を
掲
載
し
て

　

い
ま
す
。



�
『
小
学
校
１
〜
６
年
生
』

�
『
１
歳
未
満
児
等
の
保
護
者
等
』

�
接
種
開
始
日　
　

月　

日（
木
）

１２

１７

　

月　

日（
月
）〜
予
約
受
け
付
け

１２

２１

�
『
中
学
生
』

�
接
種
開
始
日　

１
月
８
日（
金
）

�  広報かみふらの ２００９.１２

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

　

感
染
力
は
強
い
で
す
が
、
多
く
の
患
者
は

軽
症
の
ま
ま
回
復
し
て
お
り
、
治
療
薬（
タ

ミ
フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）が
有
効
で
す
。

　

た
だ
し
、
基
礎
疾
患（
糖
尿
病
・
ぜ
ん
そ
く

な
ど
）の
あ
る
方
、
妊
婦
、
子
ど
も
は
重
症
化

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　

重
症
化
や
死
亡
の
防
止
に
は
、
一
定
の
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
感
染
防
止
効
果
は
証
明
さ
れ
て

お
ら
ず
、
接
種
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
感
染

し
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
効

果
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
人

　

も
接
種
が
必
要
で
す
か
？

　

感
染
し
た
人（
専
門
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な

　

ど
で
確
実
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　

ウ
イ
ル
ス
確
認
が
行
わ
れ
た
場
合
）は
、

　

免
疫
を
持
っ
て
い
る
た
め
必
要
あ
り
ま

　

せ
ん
。

ＱＡ
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ス
ク

入・通
院患者

一般
患者電話番号医療機関名市町村名

●●３９‐４１７７小野沢整形外科

上富良野町
●●４５‐３１７１上富良野町立病院

●●４５‐２０１３渋江医院

●４５‐３８０８小玉外科医院

●●４４‐２０２０中富良野町立病院中富良野町

●●３９‐１１７７いんやく小児科クリニック

富良野市

●●３９‐１１３３内海内科クリニック

●●４２‐２００９おおつぼクリニック

●●２３‐８７３３はやし耳鼻咽喉科クリニック

●●２３‐６６００ふらの西病院

●●２３‐２１８１富良野協会病院

●●２２‐２０５５渡部医院

●２２‐３７９５かとう整形外科クリニック

●２２‐４３４１かわむら整形外科医院

●２２‐２０１１北の峰病院

●２２‐２７２５田村外科医院

●２３‐８８８０ふらの皮膚科内科クリニック

新型インフルエンザワクチン接種のできる医療機関（近隣）

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
７

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
は
、
は
れ
た
り
発
熱

の
症
状
が
出
た
り
、
ま
れ
に
非
常
に
重
い
症

状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

接
種
費
用
の
全
額
助
成
制
度

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
と
、
接
種
費
用

の
全
額
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
優
先
的
な
接
種
対
象
者

�
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
又
は
生
活
保

　

護
世
帯

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
対
象
者

�
『
妊
婦
』『
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
』

　
　
　
　

…
原
則
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

�
『
１
歳
〜
就
学
前
』

　
　
　
　

…
受
託
医
療
機
関
（
左
表
を
参
照
）

現
在
、
予
約
受
け
付
け
し
て
い
る
対
象
者

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
リ
ス
ク
を
ご
理
解
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い

１
歳
〜
就
学
前
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た

新型
インフルエンザ

助
成
は
あ
り
ま
せ
ん

１
回
目　

３
千　

円
６００

２
回
目　

２
千　

円
５５０

※　

歳
以
下
の
み
当

１８

　

面
２
回

全
額
助
成
の

た
め
無
料

▼
富
良
野
管
内
の
医
療
機
関
で
接
種

　

次
の
い
ず
れ
か
を
医
療
機
関
に
持
参

�
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成
対
象
者
証
明
書（
保

　

健
福
祉
課
で
発
行
し
ま
す
。印
鑑
が
必
要
）

�
平
成　

年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書（
所

２１

　

得
階
層
区
分
が
「
１
・
２
・
３
」
の
方
）

�
平
成　

年
度
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

２１

　

額
認
定
証（
適
用
区
分
が
「
Ｃ
」
の
方
）

▼
旭
川
市
内
の
医
療
機
関

　

接
種
医
療
機
関
と
接
種
日
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参
の
う
え

保
健
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
富
良
野
管
内
・
旭
川
市
以
外
の
医
療
機
関

　

医
療
機
関
で
一
旦
費
用
を
支
払
い
「
領
収

書
」
と
「
接
種
済
証
」
を
受
け
取
り
、
後
日
保

健
福
祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�

�

� は
い

い
い
え

＊「入・通院患者」とは当該医療機関を受診している方です。
＊上表以外の医療機関は、お問合せください。



　

協
働
に
関
す
る
共
通
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
活
動
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
指
針
を
策

定
す
る
た
め
、
6
月　

日
、
町
民　

名
に
よ

25

15

る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
準
備
委
員
会
」

（
以
下
「
準
備
委
員
会
」）を
設
置
し
、
こ
れ
ま

で　

回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

１１

　

ま
た
、
役
場
内
で
は
「
町
民
参
画
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
指
針
策
定
庁
内
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
準
備
委
員
会
と
並

行
し
な
が
ら
、
職
員
用
行
動
指
針
の
策
定
に

向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
1
回
〜
第
7
回
会
議

　

自
治
基
本
条
例
の
研
修

第
8
回
会
議
〜
現
在

　

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　

討
議（
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ
）

�
テ
ー
マ

「
高
齢
化
進
展
」

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

「
行
政
主
導
か
ら
住
民
自
治
を
充
実
す
る
協

働
型
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
町

民
・
議
会
・
町
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」

『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
る
た
め
に

第
１
回
〜
第
７
回　

６
月　

日
〜
９
月　

日

２５

２９

　

自
治
基
本
条
例
を
読
み
合
わ
せ
し
な
が

ら
、
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
や
住
民
活
動
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
自
治
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

21

町
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
準
備
委
員
会
が
基
本
指
針
の
策
定
に
向
け
て
議
論
を
進
め
て
い
ま
す

協働のまちづくり
推進準備委員会　

（１５名）
議会

町民

町

�

�

� �
庁内検討委員会
全課１１名
主幹・主査職

団体推薦者８名・一般公募３名
�住民会長連合会　　　　　�商工会
�社会福祉協議会　　　　　�生活安全推進協議会
�ＮＰＯ法人たんぽぽの会　�女性連絡協議会
�ふらの農協上富良野支所
�リフレッシュマイタウンかみふらの

�
協働のまちづくり
基本指針（素案）策定

検討内容の反映

１１名

２名 ２名

町民参画による協働のま
ちづくり行動指針策定　

＊平成２２年３月策定予定 ＊平成２２年３月策定予定

準
備
委
員
会
の
取
り
組
み

準
備
委
員
会
の
会
議
内
容

主
な
意
見

�
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
驚
い

　

た
。
将
来
に
不
安
を
感
じ
る
。

�
こ
の
条
例
は
必
要
と
思
う
が
、
課
題
に
対

　

す
る
具
体
的
な
施
策
が
必
要
。

�
現
状
が
当
た
り
前
で
、
役
場
に
お
任
せ
に

　

な
っ
て
い
る
。

�
以
前
は
住
民
自
ら
道
路
の
側
溝
を
整
備
し

　

た
り
、
町
内
会
が
地
域
の
公
園
を
管
理
し

　

て
い
た
。
墓
地
に
つ
な
が
る
道
路
の
草
刈

　

り
も
地
域
が
交
代
で
行
っ
て
い
た
。

�
こ
の
委
員
会
で
「
協
働
」
の
話
を
聞
き
、

　

町
道
の
雑
木
伐
採
を
地
域
で
行
っ
た
。

�
み
ん
な
で
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
。

�
協
働
は
実
践
が
大
切
。
や
れ
る
こ
と
か
ら

　

や
る
。
活
動
す
る
き
っ
か
け
が
必
要
。

�
情
報
提
供
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
見
せ
方
、
伝

　

え
方
に
工
夫
が
必
要
。

�
予
算
の
説
明
資
料
は
分
か
り
や
す
い
。

�
情
報
の
共
有
に
は
、
町
民
参
加
が
大
切
。

　

参
加
す
る
機
会
、
意
見
を
聞
く
機
会
づ
く

　

り
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

�
町
は
、
町
民
に
説
明
を
聞
い
て
も
ら
う
、

　

参
加
し
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
。

�
町
職
員
が
変
わ
る
こ
と
で
、
町
民
も
変
わ

　

る
と
思
う
。

�
地
域
密
着
型
の
行
政
が
大
切
。

�
町
民
の
意
見（
ポ
ス
ト
な
ど
）は
、
町
の
最

　

高
会
議
に
か
け
た
り
、
議
会
に
報
告
す
る

　

こ
と
も
必
要
。

�
町
民
が
生
か
せ
る
手
法
を
こ
の
指
針
に
含

　

め
る
こ
と
が
必
要
。
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第７回会議（９月２９日）



�
活
動
の
担
い
手
不
足

�
連
帯
意
識
の
希
薄
化
な
ど

解
決
に
向
け
て
の
意
見

�
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
と
加
入
呼
び
か
け

�
地
域
内
で
の
情
報
共
有
、
話
し
合
い
の
場

�
子
ど
も
参
加
型
な
ど
行
事
の
工
夫

�
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど

第　

回
会
議（
グ
ル
ー
プ
討
議
）　
　

月
９
日

１０

１１

テ
ー
マ
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

主
な
課
題

�
町
内
会
加
入
率
の
低
下

主
な
課
題

�
移
動
が
困
難

�
経
済
面
・
健
康
面
の
不
安

�
寂
し
さ
、
孤
独
感
な
ど

解
決
に
向
け
て
の
意
見

�
地
域
に
よ
る
小
型
バ
ス
の
運
行

�
商
店
街
と
地
域
が
連
携
し
た
買
い
物
支
援

�
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

�
会
話
の
で
き
る
身
近
な
サ
ロ
ン
の
開
催

�
高
齢
者
の
生
き
が
い（
就
労
）の
場
づ
く
り

　

な
ど

第
８
回
・
第
９
回
会
議（
グ
ル
ー
プ
討
議
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日
・　

日

１０

１４

２８

　

Ａ
・
Ｂ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

テ
ー
マ
に
関
す
る
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
を
紙
片
に
書
き
出
し
、
意
見

を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
、
課
題
解
決
策
を
見
出

し
ま
す
。

テ
ー
マ
「
高
齢
化
進
展
」

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

　

会
議
で
議
論
さ
れ
た
協
働
の
考
え
方
や
視

点
な
ど
は
、
基
本
指
針（
素
案
）に
反
映
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
録
は
、
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第　

回
会
議（
グ
ル
ー
プ
討
議
）　
　

月　

日

１１

１１

２４

テ
ー
マ
「
行
政
主
導
か
ら
住
民
自
治
を
充
実

　
　
　
　

す
る
協
働
型
の
ま
ち
づ
く
り
」

主
な
課
題

�
ま
ち
づ
く
り
へ
の
無
関
心

�
行
政
へ
の
依
存

�
担
い
手
不
足
、　

リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い

�
互
い
の
連
携
不
足
な
ど

解
決
に
向
け
て
の
意
見

�
協
働
の
モ
デ
ル
地
区
を
つ
く
る

�
町
民
・
議
会
・
行
政
の
意
識
改
革

�
各
住
民
会
に
推
進
員
を
お
く

�
小
さ
い
と
き
か
ら
協
働
教
育

�
町
民
参
画（
行
事
）の
展
開
な
ど

　

第
２
回
富
良
野
広
域
連
合
定
例
会
は
、　
１０

月　

日
〜　

月
２
日
ま
で
、
６
日
間
の
日
程

２８

１１

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
議
案
３
件（
一
般
会
計
補

正
予
算
・
高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
・
教

育
委
員
会
委
員
任
命
）、
専
決
処
分
報
告
３

件
、
平
成　

年
度
の
各
会
計
決
算
認
定
６
件

２０

が
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
・
承
認
・
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
定
例
会
で
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」

も
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
次
の
２
名
の
議
員
が
行
っ

て
い
ま
す
。

酒
井
年
夫（
南
富
良
野
町
）

�
串
内
牧
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て

中
村
有
秀（
上
富
良
野
町
）

「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」
策
定

教
育
委
員
会
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
任
命

　

委
員　

藤
本
重
克（
占
冠
村
）　

再
任

「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

配
布
・
問
合
せ

　

富
良
野
広
域
連
合
事
務
局

　
�
�
１
２
２
１

　

総
務
課
企
画
財
政
班　
�
�
６
９
８
０

富
良
野
広
域
連
合

�
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
年
額
及
び
出
動

　

手
当
に
つ
い
て　

１１００月月２２８８日日～～
１１１１月月２２日日
第第２２回回
定定例例議議会会
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Ｂグループの討議

Ａグループの討議

グループ討議の整理表
（意見を書き出しグループ化）
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生きる力をはぐく生きる力をはぐくむむ

江幌小学校は、平成３年から町の特認
校の指定を受け、現在１０名の児童が学
区外から通学しています。
豊かな自然や少人数の特色を生かし
様々な体験活動を行っています。

本来の学区を越えて、町内全域から通学するこ本来の学区を越えて、町内全域から通学するこ
とが認められた学校で、遠隔地に住んでいる方とが認められた学校で、遠隔地に住んでいる方
は、通学バスを利用できます。は、通学バスを利用できます。

特認校
とは…

問
合
せ　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

　
　
　
　
�
�
６
６
９
９

　
　
　
　

江
幌
小
学
校

　
　
　
　
�
�
９
６
５
５

江
幌
小
学
校

江
幌
小
学
校
『『
３
つ
の
特
色

３
つ
の
特
色
』』

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し

自
然
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
体
験
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
裏
山
「
明
治
が
丘
」
で
の
自
然
観
察

�
ク
ワ
ガ
タ
や
ザ
リ
ガ
ニ
の
観
察

�
野
鳥
観
察
と
え
さ
や
り

�
実
の
な
る
木
を
観
察

直
接
体
験

�
学
校
園
で
の
栽
培
と
収
穫
体
験

�
田
植
え
、
稲
刈
り
体
験

�
菊
の
一
人
一
鉢
栽
培

�
乳
し
ぼ
り
体
験

�
川
遊
び
体
験

個
別
指
導
の
充
実

�
一
人
ひ
と
り
の
「
わ
か
っ
た
！
」
を
大
切

　

に
し
、
自
分
で
考
え
、
み
ん
な
に
伝
え
る

　

授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
学
習

�
一
人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
そ
れ
ぞ

　

れ
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で
学
習
が
進
め
ら
れ

　

ま
す
。

　

異
学
年
・
異
年
齢
で
の
活
動
や
遊
び
を
通

し
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
相
互
理
解
や
思

い
や
り
の
心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

�
全
校
給
食
・
全
校
体
育
・
全
校
合
唱

�
み
ん
な
で
遊
ぶ
「
き
ら
き
ら
タ
イ
ム
」

　
　

児
童
と
教
職
員
が
昼
休
み
に
ボ
ー
ル
遊

　

び
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
び
ま
す
。

�
「
ご
み 
０ 
の
日
」
の
ご
み
拾
い

ゼ
ロ

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
学
校
行
事
を
中
心

と
し
た
教
育
活
動
へ
の
協
力
に
よ
り
、
様
々

な
場
で
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�
地
域
住
民
会
と
の
合
同
運
動
会

�
地
域
の
方
に
よ
る
絵
画
指
導

�
江
幌
・
静
修
秋
祭
り
の
お
み
こ
し
と
出
店

�
地
域
の
高
齢
者
を
招
い
て
の
学
芸
会

�
地
域
老
人
会（
栄
寿
会
）と
の
交
流

　

…
学
校
園
の
栽
培
と
収
穫
指
導
・
も
ち
つ

　
　

き
「
え
ほ
ろ
っ
子
」
募
集

「
え
ほ
ろ
っ
子
」
募
集

　

江
幌
小
学
校
で
は
、
児
童
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
見
学
や
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

全校給食

学校園でのジャガイモ
の収穫体験　　　　　

『『いいいい顔顔いいいい声声いいいい心心』』

２２
少
人
数
で
き
め
細
か
な
指
導

１１
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

３３
異
学
年
・
異
年
齢
の
交
流 パソコン学習

もちつき（収穫祭）

江江幌幌小小学学校校



�  広報かみふらの ２００９.１２

教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています
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問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

成 
人 
式

　

成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月　

日（
日
）

１０

　

式
典　
　

時　

分

１３

３０

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
安
政
太
鼓
」　
　

時
１４

　

記
念
撮
影　
　

時　

分

１４

３０

会
場　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

そ
の
他　

対
象
者
に
は
、
は
が
き
で
ご
案
内

　

し
ま
す
。

第　

回
住
民
会
対
抗
ソ
フ
ト

２１
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

　

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、

住
民
相
互
の
交
流
・
親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月　

日（
日
）

２４

　

開
会
式　

８
時　

分　

競
技
開
始　

９
時

３０

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
・
上
富
良

　

野
小
学
校
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

　
　

歳
以
上
の
部
・
混
成　

〜　

歳
の
部
・

６０

５０

５９

　

混
成
の
部
・
女
子
の
部

日
の
出
公
園
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン
＆
シ
ー
ズ
ン
券

オ
ー
プ
ン
予
定

　
　

月　

日（
土
）　

９
時
〜　

時　

分

１２

１９

２０

３０

※
積
雪
の
状
態
に
よ
り
、
日
に
ち
が
変
更
に

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
券

　

販
売
開
始　
　

月　

日（
月
）

１２

１４

　

販
売
時
間　

９
時
〜　

時
１７

　

販
売
場
所　

日
の
出
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

　
　

プ
場　

管
理
棟

　

料
金　

小
学
生
以
下　

５
千
円

　
　
　
　

中
学
生
以
上　

１
万
円

　

持
参
す
る
も
の　

顔
写
真（
縦
４�
×
横

　
　

３�
）

問
合
せ　

上
富
良
野
振
興
公
社

　
　
　
　
�
�
４
２
０
０

「
若
い
と
き
の
苦
労
は
…
」

　
　
  
上
富
良
野
中
学
校
長　

鷲 
見 
信 
夫

　

前
回
は
「
三
つ
子
の
魂
」
と
題
し
て
「
子
ど

も
が
親
の
こ
と
を
信
頼
で
き
る
絶
対
的
な
存

在
と
認
識
す
る
ま
で
叱
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
ま

し
て
叩
く
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。
抱
い
て
、

抱
い
て
、
抱
き
し
め
て
可
愛
が
る
こ
と
。
し

つ
け
も
何
も
か
も
す
べ
て
は
そ
れ
か
ら
だ
」

と
書
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
が
大
好
き
な
信
頼
で
き

る
親
の
言
う
こ
と
な
の
だ
か
ら
聞
か
ね
ば
な

ら
ぬ
、
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
認
識
し
た

あ
と
の
子
育
て
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
読
ん
だ
雑
誌
の
中
の
一
文
に
「
と
に

か
く
今
の
時
代
は
子
ど
も
に
我
慢
を
さ
せ
る

の
は
至
難
の
業
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
確
か
に
少
子
化
も
あ
っ
て
、
一
人

の
子
ど
も
を
親
・
祖
父
母
６
人
の
大
人
が
甘
や

か
し
て
い
る
風
景
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

何
で
も
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
る
と
思
っ

て
育
っ
た
子
ど
も
は
不
幸
で
す
。
世
の
中
で

は
、
そ
ん
な
こ
と
は
一
切
通
用
し
ま
せ
ん
。

　

今
も
昔
も
親
の
大
事
な
務
め
の
一
つ
は
、

子
ど
も
に
我
慢
を
さ
せ
る
こ
と
、
苦
労
を
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
私
の
父
は
、
こ
と
あ
る
ご

と
に
「
若
い
と
き
の
苦
労
は
金
を
払
っ
て
で

も
す
る
も
ん
だ
」
と
言
っ
て
、
遊
び
に
行
こ

う
と
し
て
い
る
私
に
農
作
業
の
手
伝
い
を
さ

せ
ま
し
た
。
都
合
の
い
い
言
葉
が
あ
る
も
の

だ
と
思
い
つ
つ
も
、
子
ど
も
心
に
納
得
も
し

て
い
ま
し
た
。

　

生
き
て
い
く
力
の
根
本
と
な
る
忍
耐
力
を

子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
は
、
信
頼
で

き
る
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
親
の
大
切
な
務

め
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
た
い
も

の
で
す
。
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※
１
チ
ー
ム
７
名
以
内
で
、
参
加
チ
ー
ム

　
　

数
は
１
住
民
会
で
８
チ
ー
ム
以
内
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム　
　

円（
保
険
料
含
む
）

５００

申
込
期
限　

１
月　

日（
火
）

１２

申
込
先　

各
住
民
会
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

読
書
感
想
文
・
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
結
果

「
道
民
家
庭
の
日
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

　

北
海
道
青
少
年
育
成
協
会
主
催
の
「
道
民

家
庭
の
日
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
入
選

し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
受
賞

　
 
大
黒
谷 
文
音

だ
い
こ
く
や    

（
上
小
５
年
）

あ
や
ね

　

作
品
名
「
み
ん
な
で
パ
ー
ク
！　

ナ
イ
ス

　

シ
ョ
ッ
ト
！
」

応
募
数　

感
想
文　

作
品
、
感
想
画　

作
品

１２６

３２１

 
読
書
感
想
文
入
選
者 

▼
優
秀
賞　

６
名

　

玉
島
駿
希（
西
小
２
年
）・
海
老
原
亜
紀（
上

　

小
５
年
）・
守
田
麻
衣（
西
小
６
年
）・
國
本

　

真
矢（
上
中
１
年
）・
宮
島
理
沙（
上
中
２
年
）

　

伊
藤
賀
奈
恵（
上
中
３
年
）

▼
秀
作
賞　
　

名　
　

１４

▼
佳
作
賞　
　

名
１４

 
読
書
感
想
画
入
選
者 

▼
金
賞　

６
名

　

長
山
莉
子（
上
小
１
年
）・
宮
崎
稜
矢（
西
小

　

２
年
）・
角
田
航
太
朗（
西
小
３
年
）・
築
舘

　

紗
菜（
江
幌
小
４
年
）・
谷
口
賢
矢（
東
中
小

　

５
年
）・
及
川
瑞
歩（
東
中
小
６
年
）

▼
銀
賞　
　

名　
　

１２

▼
銅
賞　
　

名
１５

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
家
族

で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

し
て
楽
し
か
っ
た
と

き
の
絵
を
描
き
ま
し

た
。
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住
民
会
長
懇
談
会

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

※
会
議
録
は
、
役
場
１
階
「
町
政
情
報
提
供

　

コ
ー
ナ
ー
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

向
山
町
長
か
ら
「
新
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
り
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く
た

め
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
後
、
来
年
度
の
住
民
自
治
活
動
推
進

交
付
金
の
額
や
自
治
活
動
奨
励
事
業
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見

意
見　

観
光
道
路
に
ご
み
が
散
ら
か
っ
て
い

　

る
。
今
年
か
ら
対
応
す
る
と
言
っ
て
い
た

　

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

国
の
雇
用
対
策
で
今
年
度
実
施
を
予

　

定
し
て
い
た
が
、
他
の
事
業
を
優
先
し
た

　

の
で
平
成　

年
に
実
施
を
し
た
い
。
住
民

２２

　

会
も
合
わ
せ
て
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

意
見　

日
の
出
公
園
の
駐
車
場
は
３
月
議
会

　

で
否
決
さ
れ
た
が
、
必
要
性
を
感
じ
る
。

回
答　

今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

水
道
管
の
埋
設
と
合
わ
せ
て
道
路
の

　

舗
装
改
修
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
財
源

　

と
事
業
の
継
続
性
は
。

回
答　

国
の
緊
急
経
済
対
策
交
付
金
を
活
用

　

し
、　

路
線
、
１
億
６
千
万
円
程
度
を
実

３０

　

施
、
今
後
、
整
備
量
は
減
少
す
る
が
計
画

　

的
に
整
備
し
た
い
。

意
見　

公
園
緑
地
の
管
理
を
住
民
会
で
行
え

　

な
い
か
と
い
う
話
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

　

の
か
。

回
答　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
地
打
合
せ
の
結
果

　

内
容
を
検
討
中
で
、
年
明
け
に
説
明
し
た

　

い
。

意
見　

農
業
の
不
作
に
伴
う
対
策
は
。

回
答　

農
協
、
町
、
北
海
道
が
共
同
し
て
利

　

子
補
給
を
行
う
。

意
見　

鹿
が
大
量
に
増
加
し
て
お
り
、
電
牧

　

柵
が
設
置
さ
れ
た
が
、
十
分
な
対
策
で
な

　

い
。
耕
作
放
棄
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
り

　

対
応
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

食
害
は
相
当
で
、
富
良
野
・
南
富
良

　

野
は
各
２
千
頭
、
上
富
良
野
と
中
富
良
野

　

で　

頭
を
駆
除
し
て
い
る
。
国
に
も
対
策

２００

　

を
依
頼
す
る
ほ
か
、
富
良
野
圏
域
で
も
対

　

策
を
検
討
し
て
い
る
。

意
見　

四
季
彩
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
の
寄
附
を

　

神
社
の
例
大
祭
と
同
じ
扱
い（
１
戸
当
た

　

り
割
当
）に
で
き
な
い
か
と
の
声
が
あ
る
。

回
答　

町
が
住
民
会
に
寄
附
の
お
願
い
は
で

　

き
な
い
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
を
検
討

　

し
た
い
。

意
見　

町
内
会
未
加
入
者
が
ご
み
出
し
で
ト

　

ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
町
内
会
で
困
っ

　

て
い
る
。
町
内
会
に
必
ず
入
る
よ
う
町
も

　

推
進
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

行
政
と
し
て
も
努
力
す
る
が
、
強
制

　

的
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め

　

住
民
会
・
町
内
会
の
協
力
を
お
願
い
し
た

　

い
。

意
見　

夏
に
マ
イ
マ
イ
ガ
が
大
量
発
生
し
た

　

が
、
蛾
の
寄
ら
な
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
ナ
ト

　

リ
ウ
ム
灯
に
交
換
で
き
な
い
か
。

回
答　
　

年
〜　

年
周
期
で
大
量
発
生
し
、

１０

３０

　

２
〜
３
年
で
終
息
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

　

も
う
少
し
様
子
を
見
た
い
。
ナ
ト
リ
ウ
ム

　

灯
に
交
換
し
て
も
、
蛾
が
撲
滅
で
き
な
い

　

の
で
抜
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

意
見　

地
デ
ジ
に
移
行
す
る
際
、
難
視
聴
地

　

区
に
は
ア
ン
テ
ナ
設
置
の
助
成
が
あ
る
と

　

載
っ
て
い
た
。
町
が
窓
口
に
な
っ
て
具
体

　

的
な
相
談
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答
「
デ
ジ
サ
ポ
」
と
い
う
機
関
が
難
視
聴

　

地
区
を
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
踏

　

ま
え
、
早
い
時
期
に
情
報
提
供
を
し
て
い

　

く
。
地
区
で
気
に
な
る
場
合
は
、
都
度
総

　

務
課
に
連
絡
を
お
願
い
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
信
号
機
設
置
や
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
に
つ
い
て
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
２
時

間
を
超
え
る
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
度
第
２
回
住
民
会
長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

２１

※
町
で
は
、
町
内
会
加
入
促
進
の

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
検
討
中
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１１／２９

第
１
回
住
民
会
対
抗
フ

ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

第
１
回
住
民
会
対
抗
フ
ロ
ア
カ
ー
リ

ン
グ
大
会
が
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、　

住
民
会
、　

チ
ー
ム

１６

３１

　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１４７
　

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
計
算
し
、
フ
ロ
ッ
カ
ー
を
投
げ
る
と

き
に
回
転
を
か
け
る
た
め
、
思
う
よ
う

な
場
所
に
行
か
ず
苦
戦
し
て
い
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
５
歳
の
子
ど
も
も

参
加
す
る
な
ど
世
代
を
超
え
て
楽
し
み

ま
し
た
。

結
果　

優
勝
『
草
分
Ａ
』　

２
位
『
東

　

明
水
戸
部
』　

３
位
『
中
町
』

※
草
分
Ａ
「
昨
日
、
半
日
練
習
し
ま
し

　

た
。
今
日
は
絶
好
調
。
予
想
も
し
て

　

い
な
い
優
勝
で
大
変
嬉
し
い
で
す
。」

１１／２８

同
窓
生
は
２
千　

名
５５

『
東
中
中
開
校　

周
年
』

60

　

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
の
岡
田  
弘 

ひ
ろ
む

氏
を
講
師
に
「
火
の
山
と
と
も
に
…
映

像
で
み
る
十
勝
岳
の
噴
火
予
知
と
減

災
」
と
題
し
た
防
災
講
演
会
が
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ネ
バ
ド
・
デ
ル
・
ル
イ
ス
山
噴
火
時

の
ア
ル
メ
ロ
市
の
対
応
な
ど
、
世
界
各

地
の
火
山
噴
火
を
例
に
挙
げ
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、

活
用
す
る
こ
と
が
噴
火
の
際
の
減
災
に

必
要
」
と
わ
か
り
や
す
く
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
約　

名
の
町
民
が

150

訪
れ
、
熱
心
に
岡
田
先
生
の
講
演
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

１１／２７

噴
火
に
備
え
て

『
防
災
講
演
会
』
開
催

　

冬
の
交
通
安
全
運
動
実
施
期
間
に
合

わ
せ
た
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
見

晴
ら
し
台
公
園
近
く
の
国
道
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
富
良
野
警
察
署
と
旭
川
東

警
察
署
が
合
同
で
主
催
し
た
も
の
で
、

上
富
良
野
町
と
美
瑛
町
の
交
通
安
全
指

導
員
ら
総
勢
約　

名
が
通
過
車
両
の
ド

５０

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、
チ
ラ
シ
や

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発

グ
ッ
ズ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
雪
が
降
っ
た

り
、
路
面
が
凍
っ
た
り
と
危
険
な
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
気
を
つ
け
て
運
転

し
ま
し
ょ
う
。

11／13

交
通
安
全
を
願
い

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

東
中
中
学
校（
岡
澤
好
弘
校
長
）で
開

校　

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
約

60

　

名
が
出
席
す
る
中
、
地
域
功
労
者
等

160へ
の
感
謝
楯
贈
呈
の
ほ
か
、
全
校
生
徒

に
よ
る
郷
土
芸
能
「
清
流
獅
子
舞
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
岩
崎
治
男
記
念
事
業
協
賛

会
長
か
ら
「
昭
和　

年
開
校
の
学
び
舎

22

は
郷
土
の
誇
り
。
先
輩
諸
賢
に
感
謝
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
生
徒
代

表
の
谷
口
有
里
沙
さ
ん
か
ら
「
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、勉
強
・
部
活
動
に
が
ん
ば
り

た
い
」
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
東
中
会
館
で
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
、
約　

名
が
学
び
舎
の
思

130

い
出
を
和
や
か
に
語
り
合
い
ま
し
た
。
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除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
、
除
排
雪
作
業
に
支

障
を
き
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
救
急

車
や
消
防
車
な
ど
の
緊
急
車
両
も
通

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
吹
雪
の
と
き
や
夜
間
は
事

故
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い

　

宅
地
内
の
雪
を
車
道
に
押
し
出
す

と
、
道
路
が
狭
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
道
路
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
り
、
走

行
中
の
車
の
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
る

な
ど
、
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

雪
を
捨
て
る
場
合
は
、
町
の
指
定

玄
関
前
や
車
庫
前
の
除
雪
は

ご
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す

　

除
雪
車
で
除
雪
し
た
後
は
、
玄
関

前
や
車
庫
前
に
車
道
の
雪
の
一
部
が

堆
雪
さ
れ
、
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で

除
排
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い

　

作
業
中
の
除
排
雪
車
は
、
大
変
危

険
で
す
。
作
業
は
安
全
第
一
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
除
排
雪
車
か
ら
死
角

道
路
が
滑
り
や
す
く
な
り
ま

す

　

除
排
雪
作
業
後
す
ぐ
の
道
路
は
、

大
変
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
通
行

に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

し
た
雪
捨
て
場
へ
運
ん
で
捨
て
て
く

だ
さ
い
。

雪
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

雪
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め

除
排
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

除
排
雪
作
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問合せ
　町道 … 建設水道課建設班 ��６９８１
　道道 … 旭川土木現業所富良野出張所 ��２１６８
　国道 … 旭川開発建設部富良野道路事務所 ��３１７１

　

お
願
い 

�
雪
と
一
緒
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

�
次
の
利
用
者
の
た
め
、
雪
捨
て
場
の
奥

か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

オート
キャンプ場

日の出
スキー場

上小
神社 上中

役場

上高

陸上自衛隊
上富良野駐屯地

社教
ｾﾝﾀｰ

雪
捨
て
場

東
4
線

東
3
線

道
々
吹
上
上
富
良
野
線

道々上富良野旭中富良野線

道
々
上
富
良
野
停
車
場
線

雪捨て場はここです
�

�

�����

��雪捨て場所位置図 ��
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
と
除
雪
車
に
よ

り
、
道
路
の
交
通
網
を
確
保
す
る
こ

と
を
最
優
先
に
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
雪
の
処
理

に
つ
い
て
は
、
家
庭
で
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
近
く
で
遊
ん
で

い
た
ら
、
大
変
危
険
で
す
の
で
、
注

意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。









 庵 本   
あんもと

 範 惠   さん
の り え

広報かみふらの ２００９.１２　�

　先月号の芳賀さんからめぐって、庵本さんにお
逢いしました。
『芳賀さんは、私が美容室に嫁いで来たときには、
お客さんとして利用していただいており、私とは
約３０年のお付き合いになります。子どもの頃から
祖母の髪を結うのが好きで、美容師になるのに迷
いはありませんでした。お客さんの話を聞いたり、
逆に聞いてもらったり、いろんな話をすることで
ストレス解消になります。勇気づけられ、救われ
ることも多いです。習いごとなどにあまり目が向
かないのは、こういった仕事での満足感があるか
らかもしれません。この仕事は、できる限り続け
ていきたいですね。夫が定年退職してからは、二
人で出かけることが多くなりました。映画や美術
館も好きですが、来年は二人で少し遠出の道内旅
行をしたいです。健康に気をつけて、いたわり合
い、一緒に過ごしていければと思っています。』

昭和２９年生まれ
中町２丁目

　年越し恒例のイベント「北の大文字」を行います。
上富良野神社で採火した御神火を「大」の文字に点
火する点火人を募集します。当日参加も大歓迎！
�点火人の受付は、２２時３０分～２３時３０分です。

日　時　１２月３１日（木）
　　　　開場　２３時３０分
　　　　花火打上げ　０時２０分
場　所　日の出公園
問合せ　北の大文字運営委員会
　　　　（商工会　��２１９１）

※神社からのリレーはありません
※駐車場の台数に限りがあります

もちつき交流会
　昔ながらの「きね」と「うす」による『もちつき』
で、つきたてのお餅を食べよう！　参加は無料です。

日　時　　１２月２６日（木）　８時３０分受付
場　所　　社会教育総合センターラウンジ
対　象　　町内の幼児・小学生（親子）
持ち物　　上靴・エプロン・ハンカチなど
申込期限　１２月１８日（金）
主　催　　上富良野町子ども育成協議会　
申込み・問合せ　社会教育総合センター
　　　　　　　　��５５１１

第２３回『北の大文字』 �点火人�募集！

み ん なの 伝 言 板

わが家の
ア�イ�ド�ル

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

�正幸さん・敦子さんの子�

眞鍋      　 彩
ま な べ

      ちゃん

あ や

（2歳10か月）
原  田       
は ら だ

 青 空     ちゃん

そ ら

（3歳1か月）

�正信さん・百代さんの子�



　ネタも切れ気味なので…

今月は「ごみ担」のごみ話
ではありません　

　ども。役場のごみ担当、略して「ごみ担」です。
　今月は「何かいいことないかな～」的ユーウツ状
態かつネタ切れ気味なので、気分転換も兼ねて「ごみ
担」のごみ以外の仕事から「消費相談」の話を。
「ごみ担もビックリ！」だったのが、「つら～い痛み
が消えた！　人生が変わります」との健康器具の無
料体験会。町内の施設の一室で行われるというので
見学に。中には６０歳代後半とおぼしき女性客２人と
主催者のおじさん１人。女性の１人は椅子に座って
健康器具を装着中、もう１人はおじさんのマッサー
ジを受けています。数分後、器具をはずした女性が
おもむろにムクッと立ち上がり、「痛くないっ！いつ
もひざが痛くて立ち上がるのもひと苦労だったのに
全然痛くないっ！　ひゃ～、痛くないっ！」と何度も
「！」的な賞賛かつ感嘆の声。私の頭の中は「？？」。
サクラなのか、本当に痛みが消えたのかはわかりま
せんが、自分がわらをもすがる思いで参加したとす
れば、このような光景を見れば「マジで効くか
も？！」と信じ、体験すれば「痛くないっ！」と感
じるかもしれません。でも、その器具を購入し、後
で冷静になって考えると「値段が高いし、どうも効き
そにない」と相談に来られた方もいました。
　最近は「簡単にもうかる」とのふれ込みで高額な
準備費用を払わせ、結局はもうからずに大損をこく、
という新手の商法も流行しているようです。何事も
簡単に行かないのが世の常。それを肝に銘じ、変な
ヤツに引っかからず、笑顔で新年を迎えましょー。

�　広報かみふらの ２００９.１２

食育の食育の 推推進進

問合せ　町民生活課生活環境班　�６９８５

ー上富良野産野菜の紹介ー上富良野産野菜の紹介ーー

『『白菜・キャベツ白菜・キャベツ』』

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

＜生産状況＞
　生で食べたり鍋などでおなじみの白菜・キャベツ
は夏から秋にかけて生産されますが、越冬野菜とし
て保存し冬でも食べられています。雪の中に貯蔵す
ることで新鮮で甘味が増した
ものを味わうことができま
す。上富良野町では、約２０戸
の農家で生産されています。
＜栄　養＞
　どちらも美容や健康に役立
ち、ガン予防の効果が期待できるビタミンＣや食物
繊維、カルシウムなどが含まれています。キャベツ
には胃腸の粘膜の新陳代謝を促進し、胃かいような
どの回復にも役立つとされるビタミンＵ（キャベジ
ン）が含まれます。
＜保存と料理＞
　保存方法は、涼しいところで新聞紙などにくるみ、
芯を下に立てて保存しましょう。
　また、芯にたての切込みを入れておくことで成長
を止め、栄養の消費を防げます。キャベツは芯をく
りぬいて、濡らしたペーパータオルなどを詰めてお
くと長持ちします。ビタミンCは熱に弱く水に溶け
やすいので、サラダや漬物など生で取ると損失が少
ないのですが、これからの時期は溶け出た栄養も汁
ごと取れる、温かいスープや鍋物が良いですね。栄
養を閉じ込めるため、大きめに切ったり、１枚ごと
ロール煮にする調理がおススメです。

問合せ　町立病院栄養科　��3171

� わかば愛育園 �

『おりがみせいさく』 『おりがみせいさく』
中 村       まりん ちゃん
な か む ら

（平成１5年生まれ）
山 崎       亜
や ま ざ き

    美
あ

    ちゃん
み

（平成１５年生まれ）



町へ
◎　田民子さん　  　　　  　       ２万円

◎長谷部元雄さん（千葉県柏市）    ３万円

◎落合則子さん（札幌市）               １万円

◎公民館友の会                  　        ５千円

◎匿名(札幌市)　　　　　　　　　１件

ラベンダーハイツへ
◎藤崎政則さん　　デジタルカメラ１式

◎　川勝一さん　　　　　　車椅子１台

◎小泉英子さん　　　　電動ベッド１台

社会福祉協議会へ
◎宮島正人さん　　　　　　 　　５万円

◎菊地利夫さん　　　　　　 　　５万円

◎高田テイ子さん　　　　　 　　５万円

◎相良よし子さん　　　　　 　　２万円

◎鹿嶋智丸さん　　　　　　 　　１０万円

◎青山きくこさん　　　　　 　　２万円

◎築舘タツさん　　　　　　 　　２万円

◎東中中学校生徒会       　　 　 １３,７１５円

たくさんの善意
ありがとうございました

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.
jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成２１年１１月３０日現在
(　)は前月比

(－３)12,００６人人口

(－７)６,０３８人男

(＋４)５,９６８人女

(－７)5,２９６世帯世帯
１１月１３日 　道民カレッジ連携講座「落語」

広報かみふらの ２００９.１２   �

� 「緊急地震速報」

　消防では、ＡＥＤの使い方や応急手当
の基礎知識などについての救急講習を
行っています。１名からでも受講できま
すので、いざというとき、あわてないた
めにも、ぜひご利用ください。

申込み・問合せ
　上富良野消防署救急救助係　��２１１９

ＡＥＤの設置施設
　�町内すべての小・中・高校　　　　�保健福祉総合センターかみん
　�社会教育総合センター（２台）　　　�カミホロ荘
　�白銀荘
　※上記以外にも、事業所で設置している場合があります。

　「緊急地震速報」は、大きな地震が発生したときに、震源に近い観測点
で検知したデータを直ちに解析して震源の位置や地震の規模（マグニ
チュード）などを推定し、大きな揺れが起こることを事前にお知らせす
る情報です。
　この情報を聞いて、大きな揺れが始まる前に身を隠すなどの危険回避
行動を取ることができれば、地震被害の軽減が期待できます。
　身の安全を図るために、緊急地震速報を有効に活用し、次のことに心
がけましょう。

問合せ　　旭川地方気象台総務課　�0166�7101
旭 川 地 方 気 象 台 ホ ー ム ペ ー ジ　http://www.sapporo-
jma.go.jp/asahikawa/
緊急地震速報を見聞きしたときの対応や「緊急地震速報の利用の心得」
　www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/knowledge/index.html

覚えよう！　救急手当「１１９番する前に」

『救急講習』をご利用ください

�頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難
�あわてて外に飛び出さない（落下物や車が危険）
�揺れがおさまってから、あわてず火の始末
�あわてた行動、けがのもと
�運転中は、ハザードランプを点灯し、緩やかに減速
�近づくな、門や塀、自動販売機やビルのそば


